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2026年３月 19日 

住友生命保険相互会社 

 
 

～スミセイ版健康寿命の開発と企業への提供開始～ 

ウェルビーイングの「可視化」を起点とした新たな価値創出を開始 
 
 

住友生命保険相互会社（取締役 代表執行役社長 高田 幸徳、以下「住友生命」）は、ウェ

ルビーイングを軸とした事業変革「スミセイＷＸ（ウェルビーイング・トランスフォーメー

ション）」※１の一環として、独自に開発した指標「スミセイ版健康寿命」を用いた「スミセイ

版健康寿命レポート」（以下、本レポート）の企業向け提供を開始しました。 

本レポートは、Vitality 福利厚生タイプ※２導入企業を対象に、従業員の健康状態を客観

的・定量的に把握し、健康寿命延伸に向けた優先課題や具体的なアクションを提示するもの

です。本レポートの提供を通じて、健康経営・人的資本経営を支援するとともに、従業員一

人ひとりの行動変容を後押しし、ウェルビーイングの向上につなげていきます。 

あわせて、ウェルビーイングの「可視化」として、主観的・包括的な指標である「ウェル

ビーイング実感」の測定・活用や、ステークホルダーとの共創価値である「ウェルビーイン

グ共創価値」の定量化を進めます。 

これら各種指標の測定・活用を通じて、「ウェルビーイングに貢献する『なくてはならない

保険会社グループ』」の実現に向けた取組みを加速させていきます。 

※１ 詳細は、https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/vitality-benefit/をご参照ください。 

※２ 詳細は、https://www.sumitomolife.co.jp/common/pdf/about/company/report/disclosure/2025/p16-17.pdf をご参

照ください。 

 

１．背景・概要 

「住友生命グループ Vision2030」では、2030年時点のありたい姿として「ウェルビーイ

ングに貢献する『なくてはならない保険会社グループ』」を掲げています。 

その実現に向けて、2025年度から、ウェルビーイングを軸に事業変革に取り組む「スミ

セイＷＸ」をスタートさせました。スミセイＷＸでは、顧客拡大を目指す「量」の拡大に加

え、顧客への価値提供の「質」を高めていくことの両面に取り組んでいます。 

 

  

https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/vitality-benefit/
https://www.sumitomolife.co.jp/common/pdf/about/company/report/disclosure/2025/p16-17.pdf


2 

取組みの核となるウェルビーイングの「可視化」を通じた価値創出を進めるため、ウェル

ビーイング指標として「スミセイ版健康寿命」および「ウェルビーイング実感」を開発しま

した。 

これらの指標を測定し、結果の提供や分析を通じて、お客さまの行動変容の後押しや、取

組み・サービスの改善につなげていきます。 

 

２．「スミセイ版健康寿命レポート」の提供開始 

企業の健康経営・人的資本経営を支援する取組みとし

て、独自指標「スミセイ版健康寿命」※３を用いた「スミ

セイ版健康寿命レポート」の提供を開始しました。 

本レポートでは、従業員の健康寿命の水準や分布、健

康リスクや生活習慣の状況を可視化・分析し、健康寿命

延伸に向けた優先課題を明らかにしたうえで、課題に応

じた具体的な取組みの方向性を提示します。これによ

り、企業が自社の健康課題を的確に把握し、実効性のあ

る健康増進施策につなげることを可能とします。 

2026年２月から、Vitality福利厚生タイプ導入企業

の一部に先行して提供を開始しており、お客さまの声を

反映しながらレポート内容や活用方法の改善を図りま

す。今後、2026年度中を目途に企業向けの本格展開を予定しているほか、自治体や個人へ

の提供に向けた検討も進めていきます。 

※３ 「スミセイ版健康寿命」は、国が公表する健康寿命とは異なり、企業単位で把握できることに加え、毎年の計測が

可能である点、ならびに健康寿命延伸に向けた課題の把握につなげられる点に特長があります。主に Vitality 会

員を対象とし、既往歴、健康診断結果、生活習慣等のデータをもとに算出しています。 

 

３．「ウェルビーイング実感」の測定・活用 

主観的かつ包括的な指標として、国際的にも活用されている OECD※４の主観的ウェルビー

イング測定の考え方を踏まえた設問により、お客さまが自らの人生や日常をどのように感じ

ているかを捉え、住友生命の取組みやサービスがそこにどの程度貢献しているかを把握する

ことを目指します。 

まずは保険契約者から測定を開始し、段階的にウェルビーイング価値を提供する顧客全体

へと拡大していく予定です。これにより、保険にとどまらない住友生命の価値提供が、お客

さまのウェルビーイング実感にどのように貢献しているかを幅広く把握していきます。 

測定結果は、「スミセイ版健康寿命」とあわせて分析・活用し、取組みやサービスの改

善・新たなサービス創出につなげていきます。 

※４ OECD「主観的ウェルビーイング測定ガイドライン」の改訂にあたり、住友生命および公益財団法人 Well-being for 

Planet Earthが共同で助成を実施しております。 

詳細は、https://www.sumitomolife.co.jp/about/newsrelease/pdf/2025/260318.pdf をご参照ください。 

本レポートのイメージ 

スミセイ版健康寿命レポートのイメージ 

https://www.sumitomolife.co.jp/about/newsrelease/pdf/2025/260318.pdf
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４．「ウェルビーイング共創価値」の定量化 

住友生命は、2026年４月からスタートする新中期経営計画※５において、10年先を見据え

た経営の考え方「Next-Decade」を示しています。「社会公共の福祉に貢献する」というパー

パスのもと、世の中の価値観や社会環境が変化したとしても、相互会社として社会的価値を

持続的に高めていくことが住友生命の使命であると考えています。 

こうした考え方のもと、今後、住友生命の事業活動がステークホルダーと共に生み出す価

値の定量化に取り組んでいきます。こうした価値は、経済的価値だけでは捉えきれない社会

の豊かさを表すものであり、これを「ウェルビーイング共創価値」と位置づけ、その広がり

を可視化し、持続的な向上を目指していきます。まずは、ウェルビーイング価値提供の中で

も中核的な領域である健康増進分野から検討を進め、ステークホルダーとどのような価値を

共創し、社会にインパクトを与えているのかを整理・把握していきます。 

 

将来的には、ウェルビーイング指標の活用や分析の蓄積、ウェルビーイング共創価値の定

量化の開示等を通じて、事業活動を通じた共創の価値を、分かりやすい形でステークホルダ

ーへ示していくことを目指します。住友生命は、こうした取組みを通じて、「ウェルビーイ

ングに貢献する『なくてはならない保険会社グループ』」の実現に向けた歩みを着実に進め

ていきます。 

※５ 詳細は、https://www.sumitomolife.co.jp/about/newsrelease/pdf/2025/260319.pdf をご参照ください。 

 

５．専門家のコメント 

住友生命ウェルビーイングアドバイザー 

公益財団法人 Well-being for Planet Earth 代表理事 

石川善樹氏 

いま私たちが生きている 2020年代は、社会の OSが『ウェルビ

ーイング』へとアップデートされる歴史的な転換点にあります。

なぜなら人々の生き方や社会の豊かさが、あらためて問い直され

ているからです。この大きなうねりの中、いま産業界に最も求め

られているのが、経営のあり方そのものを再定義する『ＷＸ（ウェルビーイング・トラン

スフォーメーション）』です。 住友生命が今回発表した『スミセイ版健康寿命レポート』

や『ウェルビーイング実感の測定・活用』、『共創価値の定量化』という一連の試みは、単

なる概念に留まっていたウェルビーイングを、経営の血肉へと進化させる象徴的なマイ

ルストーンと言えます。前例のないこの挑戦が、今後どのように磨き抜かれ、日本社会の

新たなスタンダードとなっていくのか。その進化プロセスを（ひとりでも多くの）みなさ

まと共有できることを期待しています。 

 

 

以上 

https://www.sumitomolife.co.jp/about/newsrelease/pdf/2025/260319.pdf

